





Foundlings and the Empire:












1697-1764）の代表作のひとつ「フィンチレイへの行進」（The March of the Guards to Finchley 
1749–1750）をはじめとする、18世紀後半以降のイギリスの著名な芸術家による油彩画や彫刻の数々、
そしてゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル（Georg Friedrich Händel 1685-1759）の楽譜や蔵書、書









































































































































































































































































数 ％ *生 存 者6,506
名に占める%死亡 12,033 64.9
徒弟 5,920 31.9 91. 0
返還 221 1.2 3. 4
結婚 1 0.0 0. 0
追放 50 0.3 0. 8
不明 314 1.7 4. 8
計 18,539 100.0 100.0
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